
利
根
川
下
流
の
水
塚
に
つ
い
て

阿

由

葉

司

は

じ

め

に

利
根
川
流
域
に
は
、
屋
敷
地
の
一
部
を
土
盛
り
し
て
洪
水
時

T
U
の
避
難
用
の
建
物
等
を
構
築
し
た
「
水
塚
」
(
み
ず
か
)
〈
ろ
が
残
さ
れ
て

利根川下流の水塚について

い
る
。
そ
れ
は
、
利
根
川
流
域
の
低
湿
地
帯
の
地
域
的
特
性
を
極
め
て
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

利
根
川
流
域
地
域
は
、
利
根
川
か
ら
多
く
の
恩
恵
を
得
て
き
た
と
同
時
に
、
利
根
川
の
洪
水
等
に
よ
り
た
び
た
び
甚
大
な
損
亡
を
被
っ

て
き
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
近
世
初
頭
の
利
根
川
東
遷
以
降
、
利
根
川
流
域
の
歴
史
は
、
利
根
川
治
水
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
(
3
Y

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
利
根
川
下
流
の
水
塚
に
つ
い
て
、
筆
者
が
先
年
そ
の
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
た

千
葉
県
印
旋
郡
栄
町
(
栄
町
の
位
置
は
図
1
〉
の
水
塚
分
布
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
水
塚
を
通
し
て
利
根
川
下
流
低
湿
地
の
地
域
的
特

性
を
考
え
て
み
た
い
。
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は
、
北
川
辺
町
周
辺
が
利
根
川
流
域
の
な
か
で
も
、
関
東
造
盆
地
運
動
の
中
心
に
位
置
し

利
根
川
の
水
塚
を
め
ぐ
る
研
究

栄町位置図

利
根
川
流
域
の
水
塚
に
つ
い
て
の
研
究
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
利
根
川
中
流
域
に

つ
い
て
、
つ
と
に
佐
藤
甚
次
郎
ハ
4
)
の
研
究
が
あ
る
。

佐
藤
の
も
の
は
、
埼
玉
県
北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
(
佐
藤
の
調
査
の
時
点
で
は
北
川
辺

図 1

村

一
九
七
一
年
に
町
制
施
行
〉
に
お
け
る
調
査
を
素
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

洪
水
常
習
地
域
で
あ
り
、
水
塚
密
集
地
域
と
じ
て
、
典
型
的
な
景
観
、
様
相
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
、
伊
藤
安
男
(
5
V

中
田
栄
一
〈
6
〉
、
大
熊
孝
ハ
7
〉
、
横
山
秀
司
ハ
8
U
な
ど
も
、

主
た
る
対
象
地
域
は
北
川
辺
町
周
辺
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
北
川
辺
町
に
隣
接
す
る
群
馬
県
邑
楽
郡
板
倉
町
で
は
、
町
史
編
さ
ん
事
業
の
一
環
と
し
て
、
板
倉
町
と
そ
の
周
辺
の
群
馬
県
、

栃
木
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
に
ま
た
が
る
一
五
の
市
町
村
に
お
け
る
詳
細
な
分
布
調
査
が
な
さ
れ
、
す
ぐ
れ
た
報
告
官
)
が
公
に
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
既
往
の
成
果
に
よ
り
、
利
根
川
の
中
流
域
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
分
布
の
状
況
が
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
」
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
水
塚
は
利
根
川
中
流
域
の
み
な
ら
ず
、
関
宿
か
ら
下
流
の
利
根
川
流
域
に
も
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
印
施
、
沼

周
辺
に
つ
い
て
の
川
上
健
二

1
9の
報
告
を
は
じ
め
と
し
て
、
比
較
的
早
く
か
ら
し
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ま
で
網

羅
的
な
調
査
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
分
布
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
報
告
を
聞
く
の
み
で
あ
っ
た
ハ

5
0

な
お
、
関
東
地
方
に
お
い
て
は
、
利
根
川
流
域
の
水
塚
と
同
形
態
の
も
の
が
荒
川
流
域
に
も
み
と
め
ら
れ
る
。
荒
川
流
域
の
水
塚
に
つ



い
て
は
、
佐
藤
甚
次
郎
・
佐
々
木
史
郎
・
大
羅
陽
一
(
ぎ
に
よ
る
研
究
が
あ
る
と
と
も
に
、
寵
瀬
良
明
白
)
も
関
説
し
て
い
る
。

千
葉
県
印
旗
郡
栄
町
の
水
塚

(
1〉

利
根
川
下
流
の
水
塚

利
根
川
下
流
部
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
水
塚
が
確
認
さ
れ
て
い
る
市
町
村
は
、
筆
者
が
実
見
し
た
も
の
で
、

-
千
葉
県
分

我
孫
子
市
、
白
井
町
、
印
西
町
、
栄
町
、
本
埜
村
、
佐
倉
市
立
〉
、
佐
原
市
〈
日
〉

-
茨
城
県
分

岩
井
市
、
取
手
市
、
竜
ケ
崎
市
、
藤
代
町
、
利
根
町
、
総
和
町
、
河
内
村
、
新
利
根
村

が
あ
げ
ら
れ
る
。

利根川下流の水塚について

こ
の
ほ
か
の
地
域
で
も
残
存
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
佐
原
市
以
下
の
利
根
川
の
よ
り
下
流
部
で
、
顕
著
な

形
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
な
ど
は
、
地
形
等
の
関
連
か
ら
、
下
流
部
の
洪
水
の
あ
り
方
が
徴
妙
に
変
わ
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
小
室
栄
一
(
ぎ
が
、
佐
原
市
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
「
囲
い
」

を
築
堤
し
て
地
区
ご
と
に
洪
水
を
防
御
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
こ
と
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。

利
根
川
の
下
流
部
に
あ
っ
て
、
水
塚
が
よ
り
顕
著
な
の
は
、
利
根
川
と
印
据
沼
に
は
さ
ま
れ
た
千
葉
県
栄
町
、
本
埜
村
周
辺
で
あ
る
。
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(
2〉

栄
町
の
水
塚

千
葉
県
印
縫
郡
栄
町
は
、
昭
和
三

O
年
に
旧
布
鎌
村
と
旧
安
食
町
が
合
併
し
た
町
で
あ
り
、
栄
町
に
お
け
る
水
塚
は
、
同
町
の
布
鎌
地
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番号同一 在 地 | 保存状態 |備考
37 飯島氏宅水塚 和田450 塚完存

38 稲葉氏宅水塚 和田441 塚(一部消滅)

39 岡戸氏宅水塚 和田436 塚(一部消滅)

40 川島氏宅水塚 曽根96 塚完存

41 長沢氏宅水塚 曽根75 塚(一部消滅)

42 尾花氏宅水塚 布鎌酒直241 塚(一部消滅)

43 石井氏宅水塚 南192 塚完存

44 石井氏宅水塚 南156 塚，屋敷完存 櫓有り

45 大竹氏宅水塚 南102 塚完存

64 赤荻氏宅水塚 南87 塚，屋敷完存

47 大木氏宅水塚 和田452 塚完存

48 大久保氏宅水塚 長門谷53 塚完存

49 奈良氏宅水塚 四筒75-1 塚完存

50 塩田氏宅水塚 脇川23 塚，屋敷完存

51 鈴木氏宅水塚 布鎌酒直125 塚，屋敷完存

52 新海氏宅水塚 四谷31 塚，屋敷完存 舟有り

53 小林氏宅水塚 長門谷98 塚(一部消滅)

54 斎藤氏宅水塚 布鎌酒直30 塚(一部消滅) 舟有り

55 鈴木氏宅水塚 布鎌酒直103 塚(一部消滅)

56 斎藤氏宅水塚 布鎌酒直96ーウチー2-2 塚，屋敷完存 舟有り

57 大塚氏宅水塚 北754 塚，屋敷完存

58 大塚氏宅水塚 北738 塚，屋敷完存

59 岡島氏宅水塚 押付36 塚(一部消滅)

60 小野氏宅水塚 南49 塚(一部消滅)

61 浮島氏宅水塚 須賀新田1964 塚，屋敷完存

62 杉田氏宅水塚 須賀新田1978 塚，屋敷完存

63 旧芳沢氏宅水塚 請方 塚完存 廃屋

64 旧山口氏宅水塚 布太 塚完存 廃 屋

65 埜崎氏宅水塚 曽根246 塚完存

66 小島氏宅水塚 中谷34 塚(一部消滅)

67 大塚氏宅水塚 北444 塚完存 舟有り

68 大塚氏宅水塚 jヒ442 塚(一部消滅)

69 高塚氏宅水塚 北869 塚(ー部消滅)

70 高塚民宅水塚 北370 塚完存

71 鈴木民宅水塚 押付47 塚完存

72 石井民宅水塚 南159 塚(一部消滅)
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番号 1水 塚|所 在

1 小島氏宅水塚 布太260

2 高瀬氏宅水塚 布太254

3 長沢氏宅水塚、 布太297

4 芳沢氏宅水塚 布太174

5 今井氏宅水塚 布太163

6 今井氏宅水塚 布太145

7 今井氏宅水塚 布太146

8 芳沢氏宅水塚 三和87

9 国代氏宅水塚 布太37

10 玉野氏宅水塚 三和184

11 長沢氏宅水塚 三和305

12 桑原氏宅水塚 三和306

13 長沢氏宅水塚 請方327

14 鈴木氏宅水塚 請方363

15 石上氏宅水塚 請方407

16 長沢氏宅水塚 語方397

17 長沢氏宅水塚 請方397-2

18 芳沢氏宅水塚 請方207-2

19 山 口氏宅水塚 請方231

20 野村氏宅水塚 請方267

21 長沢氏宅水塚 請方292

22 青木氏宅水塚 請方142

23 芳沢氏宅水塚 請方132

24 十二村氏宅水塚 請方115

25 鈴木氏宅水塚 請方668

26 川島氏宅水塚 議方635

27 鈴木氏宅水塚 請方610

28 芳沢氏宅水塚 議方548

29 野寄氏宅水塚 請方519

30 小島氏宅水塚 布太292

31 川島氏宅水塚 曽根 1

32 川島氏宅水塚 曽根10

33 川島氏宅水塚 曽根26

34 野中氏宅水塚 曽根27

35 大木氏宅水塚 布鎌酒直272

36 飯島氏宅水塚 和田453

表 1水 塚

地 | 保存状態 !備考
塚(一部消滅)

塚完存

塚完存

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)

塚完存

塚，屋敷完存

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)

塚，屋敷完存

塚(一部消滅)

塚(一部消滅

塚(一部消滅)

塚完存

塚，屋敷完存

塚(一部消滅)

塚完存

塚完存

塚完存

塚(一部消滅)

塚，屋敷完存

援(一部消滅)

塚完存

塚完存

塚，屋敷完存

塚(一部消滅)

塚，屋敷完存 |舟有り

塚，屋敷完存

塚，屋敷完存

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)

塚(一部消滅)
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区
に
集
中
し
て
残
っ
て
い
る
。

近
年
、
栄
町
を
は
じ
め
周
辺
地
域
は
、
千
葉
県
北
部
の
な
か
で
も
、
都
市
化
の
進
展
、
生
活
構
造
の
変
化
が
き
わ
め
て
は
げ
し
い
地
域

で
あ
り

(g、
利
根
川
の
河
川
改
修
、
水
防
体
制
の
強
化
と
あ
い
ま
っ
て
、

水
塚
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
状
況
が
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
分

布
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
布
鎌
地
区
に
七

O
、
安
食
地
区
の
須
賀
新
田
に
二
と
、
合
計
七
二
の
水
塚
を
確
認
で
き
、
比
較
的
狭
い
範
囲
に

相
当
数
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

栄
町
に
お
け
る
水
塚
の
現
存
状
況
は
、
表

1
l栄
町
水
塚
一
覧
表
と
、
図

2
1栄
町
水
塚
分
布
図
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

分
布
に
つ
い
て
は
、
請
方
、
布
太
、
曾
根
と
い
っ
た
地
区
に
高
い
密
度
で
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
請
方
、
布
太
な
ど
は
輪

中
中
央
部
の
よ
り
低
、
温
部
に
位
置
す
る
た
め
、

水
塚
の
よ
う
な
土
盛
り
し
た
洪
水
避
難
施
設
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る

av

(
3〉

布
鎌
の
新
田
開
発

利根川下流の水塚について

布
鎌
は
、
現
利
根
川
、
長
門
川
、
将
監
川
に
固
ま
れ
た
輪
中
地
帯
で
(
図

3
1地
形
分
類
図
〉
、
完
全
な
近
世
の
新
田
村
落
で
あ
る
。

布
鎌
は
、
利
根
川
下
流
の
新
田
開
発
研
究
の
中
で
菊
地
利
夫
ハ
里
、
須
田
茂
ハ
哲
ら
に
よ
り
、

円
十
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
り
、

そ
れ
に
関
説
し
た
研
究
は
多
い
。

布
鎌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
開
発
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
『
千
葉
県
印
藤
郡
誌
』
ハ
号
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
瀬
野
と
称
せ
り
(
中
略
)
高
処
と
雄
萱
霞
雑
草
に
過
ぎ
ざ
る
の
地
に
し
て
河
水
少
し
く
増
せ
ば
忽
ち
水
底
に
没
す
安
食
酒
直
等
の
草
刈
場
と
称
し
て

同
地
方
民
の
常
に
草
刈
に
出
入
せ
し
所
な
れ
ど
も
西
部
は
相
馬
郡
布
川
村
民
の
草
刈
に
出
入
り
せ
し
も
の
少
な
か
ら
ざ
り
し
然
れ
ど
も
未
だ
移
住
者
は

あ
ら
ざ
り
き

153 

菊
地
、
須
田
ら
に
よ
る
布
鎌
の
新
田
開
発
の
状
況
を
み
る
と
、
明
暦
二
年
(
一
六
五
六
〉
利
根
川
南
岸
の
諸
村
か
ら
の
出
作
で
、
南
新
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2km' 
』

。
.旧j可道図ヨ自然堤防

田
、
西
新
田
、
北
新
田
、
下
和
田
の
四
か
村
が
聞
か
れ
、
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)

に
は
、
代
官
細
田
小
兵
衛
時
徳
、
近
山
五
郎
右
衛
門
安
高
に
よ
り
代
官
見
立
新
田

と
し
て
、
中
谷
新
田
、
横
須
賀
新
田
、
押
砂
新
田
、

四
ツ
谷
新
田
、
酒
直
新
田
、

脇
川
新
田
、
長
門
屋
新
田
、

四
カ
村
新
田
、
大
森
新
田
、
押
付
新
田
、
上
曾
根
新

田
、
源
五
左
衛
門
新
田
、
太
郎
左
衛
門
新
田
、
太
郎
左
衛
門
新
田
、
利
右
衛
門
新

栄町(布鎌地区)地形分類図

回
、
七
右
衛
門
新
田
の
十
五
か
村
が
聞
か
れ
、
こ
れ
に
よ
り
先
の
四
村
と
も
に
、

古
新
田
と
呼
ば
れ
る
十
九
か
村
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
布
鎌
の
中
心
に
位
置
す

る
請
方
五
か
村
の
開
発
が
、
牢
人
島
田
是
心
に
よ
り
な
さ
れ
、
布
鎌
新
田
二
四
か

村
が
成
立
し
た
。

最
初
に
開
発
さ
れ
た
四
村
は
、
と
も
に
自
然
堤
防
と
そ
の
周
辺
の
微
高
地
で
あ

り
、
次
第
に
中
央
部
の
最
も
低
湿
地
帯
に
開
発
が
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
と
な
る
。

図 3

し
か
し
、
自
然
堤
防
も
十
分
で
な
い
た
め
、
結
果
と
し
て
余
り
規
則
性
の
な
い

村
落
景
観
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
伊
藤
(
忽
〉
が
北
川
辺
町

に
つ
い
て
「
こ
の
地
域
が
自
然
堤
防
の
発
達
が
周
辺
部
に
比
し
、
き
わ
め
て
乏
し

い
た
め
、
微
高
な
吹
上
洲
(
河
畔
砂
丘
)
や
島
状
微
高
地
に
立
地
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
地
形
の
制
約
か
ら
散
村
形
式
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
o
」
と
し
た
こ

と
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。



(

4

)

 

水
塚
の
構
築

水
塚
形
成
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
こ
の
布
鎌
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
近
世
の
新
田
村
落
で
あ
る
た
め
、
寛
文
期
以
降
の
新
田
開
発
の
進
展
に
と
も
な
う
村

落
形
成
の
過
程
で
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

布
鎌
の
場
合
は
、
屋
敷
地
に
つ
い
て
は
、
水
塚
の
よ
う
な
土
盛
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
耕
作
地
に
つ
い
て
も
堪

水
防
止
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

布
鎌
で
は
、
耕
作
地
に
小
堤
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
的
に
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
「
段
々
持
堤
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
農
道
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
、
堪
水
期
聞
が
長
び
い
た
場
合
に
は
作
物
に
多
く
の
被
害
を
及
ぼ
し
た
の
で
、
近
世
を
通
じ
て
「
段
々

持
堤
」
を
切
り
く
ず
す
悪
水
事
件
が
頻
発
し
た

a〉

O

水
塚
の
存
在
を
史
料
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
史
料
が
あ
る
(
号
。

利根川下流の水塚について

乍
恐
追
訴
奉
願
上
候
是
ハ
手
賀
辺
江
御
検
見
ニ
御
越
被
遊
候
節
差
上
可
申
願
書
-
一
御
座
候
事

印
藤
郡
布
鎌
新
聞
之
儀
者
利
根
川
中
洲
之
嶋
新
田
ニ
御
座
侠
得
者
、
開
発
之
瑚
ぷ
只
今
、
迄
皆
畑
場
一
一
有
之
、
地
面
土
塁
故
連
々
と
減
込
殊
之
外
地

窪
ニ
相
成
年
々
水
損
難
遁
候
-
一
付
、
無
是
非
少
々
宛
之
畑
堀
揚
、
並
一
一
満
水
之
節
銘
々
百
姓
屋
敷
内
ニ
水
揚
塚
築
立
候
土
取
揚
跡
、
此
度
殿
様
御

見
分
被
為
遊
御
吟
味
之
上
右
堀
揚
跡
相
改
小
前
帳
差
上
候

(
中
略
)

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
是
ハ
南
宿
源
右
衛
門
処
一
一
而
差
上
申
候
先
達
而
被
仰
渡
候
私
共
村
々
堀
揚
畑
跡
敷
、
並
一
一
水
揚
塚
土
取
跡
歴
然
稲
植
付

之
場
処
、
向
後
回
成
ニ
可
被
仰
付
御
吟
味
之
趣
御
尤
至
極
-
一
奉
承
知
候
得
共
、
布
鎌
新
田
之
儀
者
四
方
利
根
川
引
き
廻
シ
嶋
新
聞
故
出
水
用
水
等

之
便
無
御
座
、
綾
ニ
照
続
之
節
者
決
而
植
付
不
相
成
、
口
口
(
虫
損
)
当
処
至
而
地
低
ニ
付
、
利
恨
川
少
々
之
増
水
ニ
茂
玖
樋
閉
降
留
口
(
虫
損
)

以
水
腐
仕
、
取
実
之
儀
稀
ニ
而
、
堀
潰
シ
同
断
一
一
御
座
候
得
共
、
畑
場
年
々
水
損
仕
百
姓
可
取
続
様
無
御
座
候
問
、
毎
村
地
窪
程
揚
揚
多
グ
畑
外

155 
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殊
之
外
相
減
難
儀
仕
候
処
、

(
中
略
〉

一
札
之
事

当
新
田
之
儀
、
開
発
β
只
A
7
迄
皆
畑
植
物
-
一
有
之
候
得
共
、
地
面
段
々
減
込
殊
之
外
地
窪
-
一
罷
成
、
年
々
水
損
難
遁
候
一
一
付
、
無
是
非
堀
揚
畑
仕
候

処
、
此
度
水
塚
土
取
跡
並
掲
揚
跡
敷
之
分
、
田
方
ニ
御
引
直
之
儀
を
以
畑
土
取
跡
敷
委
細
相
改
、

(
後
略
)

(
明
和
二
年
八
月
、
土
取
場
跡
地
一
一
付
畑
並
年
貢
賦
諜
願
)

こ
の
史
料
は
、
明
和
二
年
(
一
七
六
五
〉
の
も
の
で
、
支
配
の
代
官
が
水
塚
や
畑
の
補
修
の
た
め
土
取
り
し
た
跡
地
を
水
田
と
み
な

し
、
課
税
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
す
る
訴
状
で
あ
る
。
布
鎌
新
田
は
、
そ
の
成
立
当
初
か
ら
土
を
掘
り
揚
げ
畑
を
築
い
た
、
水
田
の
な

い
畑
だ
け
の
新
田
で
あ
っ
た
(
号
。

こ
の
中
に
、
「
水
揚
塚
」
、
「
水
塚
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
史
料
的
に
確
認
で
き
る
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

水
塚
の
語
源
と
し
て
「
水
揚
塚
」
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
か
ら
「
水
塚
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
在
員

し
た
い
。

一
八
世
紀
の
前
半
に
は
築
造
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
築
造
年
代
に
つ
い
て
は
、
水
塚
の
樹
木
の
樹
齢
か
ら
お
お
よ
そ
の
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
現
地

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
周
辺
の
水
塚
は
地
域
の
地
形
的
条
件
等
か
ら
、

で
の
古
老
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
に
よ
れ
ば
、
大
正
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
新
造
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
地
域
の
水
塚
は
ほ
ぼ

一
八

t
一
九
世
紀
の
産
物
と
い
っ
て
よ
い
。

(
5
)
 
水
塚
の
形
態



水
塚
の
形
態
に
つ
い
て
、
佐
藤
ら
(
警
は
土
盛
り
の
型
式
と
、
そ
の
上
の
建
物
の
種
類
か
ら
、
次
の
三
つ
の
類
型
に
分
類
し
た
。

I 

母
屋
や
前
庭
の
面
よ
り
も
一
段
高
く
土
盛
り
を
施
し
て
、
物
置
、
倉
を
設
け
た
も
の
で
、
最
も
一
般
的
な
型
式
。

E
 
土
盛
り
だ
け
で
建
物
を
設
け
な
い
型
式
。

直

母
屋
に
の
み
高
い
土
盛
り
を
施
し
て
、
納
屋
や
前
庭
の
あ
る
面
が
、

一
段
低
く
な
っ
て
い
る
型
式
。

こ
れ
は
、
妥
当
な
分
類
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
ほ
か
に
例
え
ば
、

IV 

屋
敷
地
全
体
が
、

ほ
か
の
家
の
水
塚
の
高
さ
程
度
に
土
盛
り
を
施
し
て
い
る
型
式
。

V 

旧
河
道
の
堤
防
上
に
屋
敷
地
の
一
部
が
あ
る
た
め
、
水
塚
と
同
類
型
に
な
っ
て
い
る
型
式
。

と
い
っ
た
場
合
も
あ
る
。

こ
う
し
た
点
で
は
、
今
後
利
根
川
流
域
の
よ
り
広
い
範
囲
で
の
水
防
建
築
に
つ
い
て
の
議
論
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
水
塚
の
概
念

利根川下流の水塚について

規
定
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
が
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
で
(
例
え
ば
、

wu
の
型
式
を
水
塚
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
意
見
，
が
分
か
れ

る
)
、
議
論
や
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
広
い
範
囲
を
包
括
し
た
デ
ー
タ
が
集
約
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
周
辺
は
新
田
地
帯
で
あ
る
の
で
、
古
墳
等
の
低
地
遺
跡
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
十
三
塚
、
富
士
塚
な
ど
の
近
世
以
降
の
塚
も

検
出
さ
れ
ず
、
そ
う
し
た
も
の
が
村
落
の
中
で
共
同
的
な
避
難
場
所
と
な
っ
た
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。

こ
の
地
域
の
水
塚
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
周
囲
か
ら
土
を
掘
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
節
で
紹
介
し
た
史
料
に
お
い
て
も
確

認
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
土
取
り
跡
は
、
池
あ
る
い
は
堀
状
の
遺
構
と
し
て
の
こ
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
佐
藤
(
幻
〉
は
、
埼
玉
県
に
お
け
る
「
カ
マ
エ
ボ
リ
」
(
構
え
堀
〉
と
い
う
名
称
を
採
用
し
、

そ
れ
が
洪
水
の

157 

際
の
水
流
が
、
宅
地
に
激
突
す
る
勢
い
を
緩
和
す
る
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
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出
で
き
ず
、
了
、
ォ
」
〈
水
た
ま
り
の
意
味
〉
と
い
っ
た
名
称
が
付
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
堀
は
同
様
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
カ
マ
エ
ボ
リ
」
と
い
っ
た
名
称
は
検

合
な
ど
、

こ
う
し
た
堀
は
、
水
塚
の
す
ぐ
背
後
に
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
屋
敷
地
全
体
を
環
濠
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
屋
敷
の
南
側
に
あ
る
場

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
特
に
南
側
の
日
当
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
あ
る
場
合
に
は
、
農
耕
用
の
種
ひ
た
し
用
の
池
に
転
用
ケ
l
ス

が
あ
る
(
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
地
域
呼
称
は
確
認
で
き
ず
)
。

ほ
か
に
も
南
束
、
南
西
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

堀
の
位
置
は
、
当
然
屋
敷
地
内
の
水
塚
の
位
置
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
水
塚
は
、
北
西
隅
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

水
塚
に
お
け
る
植
栽
に
つ
い
て
も
、
佐
藤
ハ
警
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ケ
ヤ
キ
、

そ
れ
は
特
に
川
と
の
位
置
関
係
に
よ
る
、
洪
水
時
の
水
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

エ
ノ
キ
、

タ
ケ
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
の
水
塚
に
植
え
ら
れ
て
い
て
屋
敷
林
と
な
り
、
こ
れ
ら

シ
イ
、

が
防
風
林
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
う
し
た
樹
木
が
水
制
の
機
能
も
兼
ね
て
い

て
、
建
物
や
水
塚
自
体
の
流
失
防
止
に
も
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

栃
木
県
内
の
水
塚
で
は
、
特
に
「
セ
キ
シ
ョ
ウ
」
と
い
う
植
物
を
植
え
た
ケ

1
ス
が
あ
る
と
い

う
が
(
号
、
こ
の
地
域
で
は
そ
う
し
た
例
は
見
当
ら
な
い
。

こ
の
地
域
の
水
塚
で
は
石
垣
を
組
ん
だ
も
の
が
皆
無
で
あ
る
。
北
川
辺
町
周
辺
で

も
少
な
い
よ
う
で
あ
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
最
近
で
も
ハ
想
堤
防
決
壊
に
よ
る
水
申
告
に
遇
っ
て
い
る

そ
の
ほ
か
、

小
貝
川
下
流
地
域
な
ど
と
比
べ
る
と
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
自
〉
。
こ
れ
は
、
元
来
石
材
供

給
地
を
持
た
な
い
一
房
総
半
島
の
地
域
特
性
に
よ
る
こ
と
と

ay洪
水
の
頻
度
に
よ
る
も
の
の
と
思

水塚のいろいろ(百0.9)写真
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写真水塚のいろいろ
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揚舟の様子

洪水時の水のあと(矢印)

写真水塚の内部



で
き
る
。

わ
れ
る
。
特
に
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
利
根
川
の
堤
防
決
壊
が
す
く
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
堪
水
型
の
洪
水
が
多
い
こ
と
な
ど
が
指
摘

(
6〉

水
塚
を
め
ぐ
る
意
識

O
(五
六
%
〉
で
、

こ
の
地
域
の
水
塚
の
う
ち
、
表
1
の
保
存
状
態
欄
に
示
し
た
通
り
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
七
二
件
の
水
塚
の
う
ち
、

一
部
壊
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

四

ほ
ぼ
全
体
の
半
数
強
で
あ
り
、
特
に
近
年
に
な
り
、

こ
の
地
域
で
の
舟
(
農
耕
用
お
よ
び
洪
水
時
用
〉
の
残
存
が
、
き
わ
め
て
悪
い
こ
と
と
通
じ
る
現
象
で
あ
る
。

こ
う
し
た
水
塚
減
少
の
傾
向
の
背
景
に
は
、
洪
水
等
に
つ
い
て
の
地
域
住
民
の
住
民
意
識
の
変
化
が
あ
る
。

利根川下流の水塚について

表 2 アンケート

「水害時の備えとして『水塚，揚舟，備蓄米』

等が必要か?Jについての回答

(1) 必要ない

(2) 大切に保存したい

水塚の有無|

161 

答

あ る
(1) 11 

(2) 16 

な L 、
(1) 34 

(2) 46 

回

表
2
は
、
「
水
害
時
の
備
え
と
し
て
、
『
水
塚
、
揚
舟
、
備
蓄
米
』
等
が
必
要
か
」
を
、
布

鎌
地
区
住
民
一
二
一
八
戸
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
(
2
ど
の
回
答
が
高
率
を

示
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
水
塚
を
め
ぐ
る
住
民
意
識
に
変
化
が
あ
り
、
災
害
へ
の
危
機
感
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
占
の
ろ
う
。

た
だ
、
近
年
水
塚
を
壊
し
た
例
の
中
で
、
完
全
に
壊
す
こ
と
な
く
、
申
し
訳
程
度
で
あ
る

カミ

一
部
を
残
し
て
お
く
例
も
あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
は
水
塚
が
地
域
の
歴
史
の
な
か
で
果

し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
み
と
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
住
民
意
識
の
変
化
は
、
こ
の
地
域
の
明
治
以
降
の
洪
水
の
あ
り
方
と
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
、
明
治
期
に
は
明
治
二
九
、

四
三
年
と
堤
防
決
壊
に
あ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
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以
降
に
つ
い
て
は
利
根
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
経
験
を
も
っ
て
い
な
い
。
昭
和
一

O
、
一
一一、

一
六
年
等
の
洪
水
は
い
わ
ゆ
る
内
水
氾
濫

で
あ
る
。

こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
前
節
で
も
ふ
れ
た
小
只
川
下
流
地
域
な
ど
と
の
根
本
的
な
条
件
の
相
違
が
あ
ー
る
わ
け
で
、
舟
の
残
存
率
の
低

さ
、
あ
る
い
は
石
垣
築
造
、
が
み
と
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

水
害
常
習
地
に
お
け
る
洪
水
、
災
害
に
つ
い
て
の
住
民
意
識
に
変
化
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
例
え
ば
表
2
が
示
す

よ
う
に
、
水
塚
の
み
と
め
ら
れ
な
い
家
(
個
々
に
は
検
証
し
て
い
な
い
が
、

よ
り
あ
た
ら
し
く
住
民
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
〉
に
お
い

て
も
、
水
塚
へ
の
一
定
の
理
解
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
水
害
常
習
地
と
し
て
の
住
民
意
識
が
、
地
域
の
な
か
で
引
き
継
が
れ
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
'
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
布
鎌
地
区
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
六
年
年
八
月
の
台
風
八
一
一
五
号
の
際
、
利
根
川
堤
防
で
漏
水
箇
所
が
数
箇
所
発
見
さ

れ
、
警
戒
体
制
が
と
ら
れ
た
。

そ
の
際
、
住
民
の
行
動
は
比
較
的
冷
静
で
あ
っ
た
が
、
危
険
な
状
況
を
告
知
す
る
た
め
町
役
場
の
広
報
車
が
マ
イ
ク
で
「
危
険
な
状
況

な
の
で
タ
イ
キ
し
て
く
だ
さ
い
よ
と
し
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
「
タ
イ
キ
(
待
機
ど
を
「
タ
イ
ヒ
(
退
避
)
」
つ
ま
り
避
難
命
令
が
出
た
と
き

き
ま
ち
が
え
た
人
が
い
た
と
い
う
。
非
常
時
に
あ
る
住
民
の
い
ら
だ
っ
た
意
識
を
か
い
ま
み
る
と
同
時
に
、
非
常
時
の
避
難
誘
導
に
慎
重

さ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
水
害
時
の
住
民
行
動
に
つ
い
て
は
、
安
八
輪
中
を
対
象
と
し
た
安
藤
清
ハ
患
の
報
告
が
あ

る。



四

む
す
び
に
か
え
て

利
根
川
下
流
の
水
塚
に
つ
い
て
、
千
葉
県
印
藤
郡
栄
町
で
の
事
例
を
中
心
に
み
て
き
た
が
、
最
後
に
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

1 

利
根
川
流
域
に
は
、
支
流
河
川
も
含
め
、
水
防
建
築
と
し
て
「
水
塚
」
が
残
存
し
て
い
る
が
、
個
々
の
地
域
に
あ
っ
て
そ
の
あ
り

方
は
、
地
形
的
条
件
な
ど
か
ら
微
妙
な
差
が
あ
る
。

2 

し
た
が
っ
て
、
個
々
の
地
域
で
の
洪
水
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
検
討
す
る
な
か
で
、
水
塚
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

3 

と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
利
根
川
中
流
域
(
特
に
北
川
辺
町
周
辺
〉
の
み
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
利
根
川
流
域
の
水
塚
に
つ
い
て

は
、
今
後
よ
り
広
い
範
囲
で
の
分
布
を
把
握
し
た
上
で
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

4 

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
水
塚
に
つ
い
て
の
概
念
規
定
を
は
じ
め
、
積
極
的
に
共
通
認
識
を
つ
く
る
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

利根川下流の水塚について

昭
和
六
一
年
八
月
、
台
風
一

O
号
(
八
六
〉
に
よ
り
小
貝
川
は
ま
た
も
や
茨
城
県
石
下
町
で
堤
防
が
決
壊
し
ハ
号
、
'
周
辺
地
域
は
大
き
な

被
害
を
だ
し
た
。
こ
れ
だ
け
、
水
防
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
な
か
で
、
不
可
避
的
に
災
害
が
生
起
す
る
と
い
う
状
況
を
み
る
に
つ

け
、
そ
し
て
冠
水
域
で
舟
が
縦
横
に
活
躍
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
報
道
を
み
る
と
、
水
塚
や
舟
の
存
在
は
決
し
て
過
去
の
も
の
で
な
い
こ
と

を
再
認
識
し
た
。

(
後
記
)

佐
藤
甚
次
郎
先
生
、
中
山
正
民
先
生
、
小
野
寺
淳
氏
か
ら
は
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注
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(
1
)
 
「
洪
水
」
と
「
水
害
」
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
大
熊
孝
「
水
防
と
治
水
」
(
可
月
刊
百
科
』
二
五
九
、

一
九
八
四
)
が
示
唆
的
で
あ
る
。
本
稿
で
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も
氏
の
指
摘
通
り
、
洪
水
が
「
河
川
に
普
段
の
何
十
倍
か
ら
何
百
倍
も
の
水
が
流
れ
る
現
象
で
あ
り
、
自
然
的
要
因
の
強
い
現
象
」
で
あ
る
の
に

対
し
、
「
社
会
的
要
因
の
強
い
現
象
」
が
水
害
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
従
い
た
い
。
つ
ま
り
、
自
然
災
害
は
あ
く
ま
で
自
然
現
象
そ
の
も
の
で
な

く
、
「
異
仲
間
な
自
然
現
象
」
を
素
因
と
し
て
生
ず
る
社
会
的
価
値
の
崩
壊
と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
社
会
的
な
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
2
)

「
水
塚
」
の
名
称
(
読
み
方
)
に
つ
い
て
は
、
「
み
ず
か
」
の
ほ
か
、
「
み
ず
っ
か
」
「
み
ず
づ
か
」
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
み
ず
か
」
が
最

も
一
般
的
で
あ
り
、
か
っ
調
査
対
象
地
域
の
一
一
一
一
八
戸
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
(
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
「
み
ず

か
」
九
七
、
「
み
ず
づ
か
」
一
二
、
「
み
ず
っ
か
」
二
で
あ
っ
た
。
)

(
3
)

こ
れ
ま
で
の
「
利
根
川
」
に
関
す
る
研
究
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
利
根
川
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
、
功
と
罪
と
そ
れ
ぞ
れ
の
面
を
ス
ト
レ
l

ト
に
強
調
し
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
筆
者
は
、
利
根
川
流
域
の
地
域
の
形
成
過
程
を
、
利
根
川
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
再
構
築

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
歴
史
を
ふ
ま
え
た
新
し
い
「
利
根
川
流
域
地
誌
」
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
古

文
書
だ
け
で
な
く
、
在
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
史
(
資
)
料
の
発
掘
と
、
そ
れ
ら
を
地
域
の
歴
史
叙
述
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
と
り
入
れ
る
作
業
が

す
す
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
4
)

佐
藤
「
利
根
川
流
域
の
水
塚
に
つ
い
て
!
|
埼
玉
県
北
川
辺
村
の
調
査
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
新
地
理
』
一
一
|
一
、
一
九
六
三
)
、
同
「
水

と
民
家
」
(
山
田
安
彦
編
著
『
地
域
の
科
学
|
|
水
と
地
域
の
か
か
わ
り
合
い
|
|
』
古
今
書
院
、
一
九
八
四
)

(
5
)

伊
藤
「
輪
中
地
域
以
外
に
み
ら
れ
る
輪
中
的
事
象
」
(
安
藤
高
喜
男
編
著
『
輪
中
ー
ー
そ
の
展
開
と
構
造
|
|
』
古
今
書
院
、
一
九
七
五
)
、
伊

藤
・
青
木
仲
好
『
輪
中
』
(
学
生
社
、
一
九
七
九
)

(
6
)

中
国
「
利
根
川
流
域
の
集
落
」
(
九
学
会
連
合
『
利
根
川
|
|
自
然
・
文
化
・
社
会

i
l』
弘
文
堂
、
一
九
七
一
)

(
7
)

大
熊
「
近
世
初
頭
の
河
川
改
修
と
浅
間
山
噴
火
の
影
響
」

(
U
R
B
A
N
K
U
B
O
T
A
』
一
九
、
一
九
八
一
)

(
8
)

横
山
「
水
害
常
習
地
に
お
け
る
水
塚
と
土
地
利
用
景
観
|
|
埼
玉
県
北
川
辺
町
の
場
合
|
|
」
(
『
駿
台
史
学
』
五
回
、
一
九
八
ご
、
同
「
自

然
と
人
間
と
が
織
り
な
し
た
姿

|
i景
観
点
描
|
|
」
(
山
崎
不
二
夫
編
著
『
明
日
の
利
根
川
|
|
ゆ
た
か
な
清
流
へ
の
提
言
|
|
』
農
山
漁
村

文
化
協
会
、
一
九
八
六
)

(
9
)

板
倉
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
板
倉
町
史
別
巻
四
|
|
板
倉
町
周
辺
低
湿
地
の
治
水
と
利
水
』
(
一
九
八

O
)

(
叩
)
川
上
「
印
旗
沼
の
地
理
学
的
考
察
」
(
『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
地
理
論
叢
』
第
三
輯
、
一
九
三
四
)

(
日
)
篠
丸
頼
彦
「
下
総
の
町
や
村

ω布
鎌
村
の
巻
」
(
『
印
熔
地
方
郷
土
研
究
』
第
一
韓
、
一
九
五
回
)
、
千
葉
大
学
歴
史
同
好
会
『
利
根
川
の
輪
中
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に
存
し
た
影
響
』
(
一
九
大
九
)
、
井
上
正
敏
『
布
鎌
の
歴
史
と
民
俗
』
(
忠
商
書
房
、
一
九
八

O
)
、
取
手
市
『
取
手
市
史
民
家
編
』
(
取
手
市
役

所
、
一
九
八

O
Y
鈴
木
普
二
男
『
白
井
町
の
文
化
財
ノ
l
ト
』
〈
一
九
八
四
)
な
ど
。
ま
た
、
地
域
学
習
を
主
体
と
す
る
小
学
校
一
一
一
J
四
年
の
千

葉
県
内
の
社
会
科
教
材
と
し
て
は
、
早
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
千
葉
県
教
育
研
究
会
編
『
す
す
む
千
葉
県
』
(
千
葉
県
教
育
会
館
文
化

事
業
部
)
お
よ
び
拙
稿
「
水
塚
に
つ
い
て
の
覚
書
|
|
地
域
資
料
の
教
材
化
と
博
物
館
(
そ
の
一
)
|
|
」
(
『
千
葉
県
立
房
総
風
土
記
の
丘
年
報
』

七
、
一
九
八
四
)
参
照
。

(
ロ
)
佐
藤
・
佐
々
木
・
大
羅
「
荒
川
流
域
に
お
け
け
る
水
塚
」
(
『
河
川
・
湖
沼
の
歴
史
地
理
l
l
l
歴
史
地
理
学
紀
要
二
二
』
一
九
八

O
)

(
日
)
寵
瀬
『
自
然
堤
防
』
(
古
今
書
院
、
一
九
七
五
)

(
U
)

佐
倉
市
の
印
勝
沼
に
接
し
た
青
菅
、
先
崎
地
区
で
は
、
水
塚
と
同
形
態
の
も
の
が
、
水
塚
の
名
称
を
も
た
ず
、
単
に
「
土
盛
り
」
の
名
称
で
残

っ
て
い
る
。

(
日
)
佐
原
市
新
島
地
区
で
、
一
、
二
水
塚
と
同
形
態
の
土
盛
り
を
散
見
す
る
程
度
で
あ
る
。

(
凶
)
小
室
「
利
根
川
下
流
地
方
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」
(
『
地
理
の
広
場
』
一
一
二
、
特
集
・
利
根
川
下
流
地
域
の
研
究
、
一
九
七
一
)

(
口
)
ち
な
み
に
、
国
税
調
査
に
よ
る
昭
和
六

O
年
十
月
現
在
の
栄
町
の
人
口
増
加
率
は
四
八
・
七
%
で
全
国
第
一
位
で
あ
っ
た
。

(
時
)
「
布
鎌
の
請
方
、
ゲ
エ
ル
(
カ
エ
ル
)
の
シ
ョ
ン
ベ
ン
(
小
使
)
で
水
が
た
ま
る
」
と
い
う
一
言
辞
が
、
こ
の
地
域
の
古
老
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と

が
多
い
。

(
印
)
菊
地
『
新
国
開
発
』
改
訂
増
補
(
古
今
書
院
、
一
九
七
七
)

(
却
)
須
田
『
栄
町
史
資
料
集
:
(
一
)
』
解
説
(
栄
町
役
場
、
一
九
七
二
)
、
同
「
幕
末
期
下
総
布
鎌
新
日
の
村
方
出
入
り
」
(
『
国
史
学
』
九
一
二
、
一
九

七
回
)
、
同
「
近
世
前
期
下
利
根
川
流
域
に
お
け
る
新
田
開
発
」
(
『
市
原
地
方
史
研
究
』
九
、
一
九
七
八
三
そ
の
ほ
か
、
布
鎌
の
新
田
を
扱
っ
た

も
の
に
、
田
中
文
男
「
新
田
村
に
お
け
る
付
き
合
い
慣
行
の
形
成
過
程
|
|
下
総
国
布
鎌
新
田
の
場
合
|
|
」
(
『
普
請
研
究
』
一
一
一
、
一
九
八
一
一
一
)

が
あ
る
。

(
幻
)
千
葉
県
印
藤
郡
役
所
、
一
九
一
一
一
一

(
盟
)
伊
藤
注

(
5
)
論
文

(
お
)
須
田
注
(
却
)
論
文

(
民
)
叶
栄
町
史
資
料
集
(
一
)
』
所
収
、
芳
沢
四
郎
家
文
書
(
同
書
布
鎌
関
係
史
料
、
一
一
六
号
)
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(
お
)
注

(
M
)
解
説
及
び
、
竹
内
常
行
『
続
・
稲
作
発
展
の
基
盤
』
(
古
今
書
院
、

(
部
)
佐
藤
注
(
ロ
)
論
文

(
幻
)
佐
藤
注

(
4
)
論
文

(
お
)
佐
藤
注

(
4
)
論
文

(
却
)
栃
木
県
立
博
物
館
、
柏
村
祐
司
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
柏
村
『
佐
野
市
史
民
俗
編
』
(
一
九
七
五
)
、
同
『
小
山
市
史

八
三
同
『
し
も
つ
け
の
く
ら
し
と
す
ま
い
』
(
下
野
新
聞
社
、
一
九
八
一
)

(
鈎
)
小
只
川
下
流
で
は
、
一
九
八
一
年
八
月
、
台
風
一

O
号
(
八
一
)
に
よ
り
、
竜
ケ
崎
市
地
先
の
小
貝
川
堤
防
が
決
壊
し
て
い
る
。

(
出
)
小
貝
川
下
流
の
茨
城
県
藤
代
町
で
も
相
当
数
の
水
塚
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
大
分
石
垣
を
組
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
藤
代
町
の
水
塚

に
つ
い
て
は
・
前
藤
代
町
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
長
、
渡
辺
清
氏
に
御
教
示
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
同
氏
の
案
内
で
数
次
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

(
沼
)
房
総
半
島
(
千
葉
県
)
は
、
古
来
「
山
な
し
石
な
し
川
な
し
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
白
井
哲
之
「
水
と
段
丘
、
台
地
|
|
下
総
台
地
の
水

と
地
形
|
|
」
(
山
田
安
彦
編
著
守
地
域
の
科
学
』
古
今
書
院
、
一
九
八
四
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
言
葉
が
「
千
葉
県
全
体
の
自
然
の
様
相
、
ひ
い

て
は
房
総
半
島
全
体
の
自
然
の
特
性
を
簡
潔
に
云
い
得
た
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
石
垣
に
つ
い
て
、
例
え
ば
栃
木
県
の
例
で
は
、
明
治
期
に
は
い
り
岩
舟
石
の
切
り
だ
し
が
盛
ん
に
な
る
時
期
に
、
新
た
に
石
垣
を
組
ん

だ
よ
う
で
あ
る
。

(
お
)
安
藤
「
輪
中
地
域
住
民
の
水
害
知
覚
と
対
策
採
用
行
動
」
(
『
人
文
地
理
』
三
四

l
四
、
一
九
八
二
)

(
弘
)
茨
城
県
石
下
町
で
の
小
只
川
堤
防
の
決
壊
と
、
同
明
野
町
で
の
大
規
模
な
内
水
氾
濫
な
ど
で
あ
る
。

(
補
注
)
本
稿
で
用
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
昭
和
五
九
年
、
栄
町
立
布
鎌
小
学
校
(
塩
田
裕
次
校
長
、
調
査
の
時
点
の
児
童
数
一
七
八
名
、
家
庭

数
二
二
八
戸
)
の
協
力
に
よ
り
、
そ
の
各
家
庭
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
布
鎌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
下
水
の
問
題
と
地
域
形
成
と
の
関
係
を
論
じ
た
拙
稿
「
利
根
川
と
『
水
』
|
|
|
水
塚
に
つ
い
て
の
覚
書

(
そ
の
二
)
|
|
」
(
『
千
葉
史
学
』
七
、
一
九
八
六
)
、
同
「
地
域
と
水
道
|
|
地
域
を
み
る
一
つ
の
視
点
|
|
」
(
『
ょ
っ
か
ど
』
(
四
街
道
市
郷

土
史
研
究
会
誌
)
七
、
一
九
八
六
)
が
あ
る
。

一
九
八
四
)

民
俗
編
』
(
一
九
七




